
 

平成２６年 第１回臨時会 

 

 

 

美 瑛 町 議 会 会 議 録 

 

 

２月１３日 開会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美 瑛 町 議 会 

 

 



 

－ 1 － 

平成２６年第１回美瑛町議会臨時会会議録 

議 事 日 程 

 

平成２６年第１回美瑛町議会臨時会 

平成２６年２月１３日午前９時３０分開議 

 

第 １          会議録署名議員の指名について 

第 ２          議会運営について（議会運営委員会審査報告） 

第 ３          会期の決定について 

第 ４  議案第 １ 号  美瑛町白金温泉における町営温泉井の使用に関する条例の一部改正に

ついて 

第 ５  議案第 ２ 号  美瑛町道路占用料徴収条例等の一部改正について 

第 ６  議案第 ３ 号  美瑛町都市公園条例の一部改正について 

第 ７   議案第 ４ 号  美瑛町千代田公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

第 ８   議案第 ５ 号  美瑛町公共下水道条例の一部改正について 

第 ９   議案第 ６ 号  美瑛町水道事業給水条例の一部改正について 

第１０ 議案第 ７ 号  美瑛町立病院使用料及び手数料条例の一部改正について 

第１１ 議案第 ８ 号  平成２５年度美瑛町一般会計補正予算について 

第１２ 議案第 ９ 号  財産の取得について 

第１３ 議案第１０号  財産の取得について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 2 － 

○出席議員（１４名） 

１番  沢 尻   健 議員 

２番  森 平 真 也 議員 

３番  佐 藤 晴 観 議員 

４番  杉 山 勝 雄 議員 

５番  斉 藤 幸 一 議員 

６番  山 家 慶 治 議員 

７番  花 輪 政 輝 議員 

８番  八 木 幹 男 議員 

９番  穂 積   力 議員 

１０番  福 原 輝美子 議員 

１１番  角 和 浩 幸 議員 

１２番  濱 田 洋 一 議員 

１３番  沼 田 成 功 議員 

議長 １４番  齊 藤   正 議員 

 

 

○欠席議員 

 

 



 

－ 3 － 

○出席説明員 

町 長  浜 田   哲 君 

副 町 長  塚 田 聡 仁 君 

会 計 管 理 者  池 田 由 行 君 

総 務 課 長  石 井 典 夫 君 

政 策 調 整 課 長  中 山 勝 利 君 

税 務 課 長  佐 藤 剛 敏 君 

住 民 生 活 課 長  山 田 厚 誠 君 

保 健 福 祉 課 長  藤 原   悟 君 

保健センター所長  中 島 二 郎 君 

保 健 福 祉 課 参 事  田 中 繁 美 君 

経済文化振興課長  武 井 一 真 君 

文化スポーツ推進审長  鈴 木 貴 久 君 

農 林 課 長  大 西 能 正 君 

建 設 水 道 課 長  三田村 尚 樹 君 

水 道 整 備 审 長  宮 崎 敏 行 君 

町立病院事務局長  太 田 茂 夫 君 

総 務 課 長 補 佐   今 滝   毅 君 

 

教 育 委 員 長  大 西 宠 充 君 

教 育 長  千 葉 茂 美 君 

管 理 課 長  後 路 宜 伸 君 

図 書 館 長  三 井   浩 君 

 

農 業 委 員 会 会 長   鹿 島 明 博 君 

農業委員会事務局長  笹 倉 英 充 君 

 

代 表 監 査 委 員   有 富   武 君 

監 査 事 務 長  今 野 聖 貴 君 

 



 

－ 4 － 

○書記 

事 務 局 長  前 川 光 男 君 

係 長  髙 島 和 浩 君 

書 記

  

古

 

川

 

明

 

子

 

君 



 

－ 5 － 

午前９時３０分 開会 

 

開会挨拶 

 

○議長（齊藤 正議員） おはようございます。今年初めての初議会、第１回のですね美瑛町議

会臨時会を開催の運びとなりました。全員のですね出席のもとに開催できますことを、心より

喜ばしく思うところであります。ご承知のようにオリンピック、本当に眠たい目をこすりなが

らですね、それぞれ忚援しているところでございますが、本当にオリンピックにはですね魔物

がいるという話もよく聞くわけでございますが、やっぱり魔物もいるのかなと現实に思いなが

らですね、あるいはですね魔物ばかりでなく天使も微笑む競技もあるわけでございますが、し

ばらくはですね、また眠い目をこすりながらですね、もうしばらく忚援をしていかなけりゃな

というふうに思ってございます。本当に魔物ではございませんけれどもですね、ソチオリンピ

ック早いうちからテロ行為がどうのこうのとかっていう心配もされていたところでございま

すが、今のところはですね、そういった心配もなく進んでいるわけでございますが、本当にオ

リンピック期間中ですね、そういった政治的ないろいろな議を抜きにしてですね、スポーツの

祭典としてですね本当に最後まで楽しいオリンピックであってほしいなというふうに思うと

ころでございます。本日はですね、一忚メインはですね４月から上がります消費税に向かって

ですね準備のことがメインになるのかなというふうに思うところでございます。そう時間は長

くはないかなというふうに思いますが、よろしくお願いを申し上げまして開会をさせていただ

きます。 

 

開議宠告 

 

○議長（齊藤 正議員） ただいまから、平成２６年第１回美瑛町議会臨時会を開会します。本

日の会議を開きます。ただいまの出席議員は１４人であります。 

 

美瑛町町民憲章の朗唱 

 

○議長（齊藤 正議員） これから美瑛町町民憲章の朗唱を行います。 

（全員起立して町民憲章の朗唱を行う） 

（朗唱文の記載を省略する） 
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招集挨拶 

 

○議長（齊藤 正議員） 浜田町長から本臨時会招集の挨拶があります。 

(「はい、町長」の声) 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田 哲君） 皆さんおはようございます。平成２６年第１回美瑛町議会臨時会、議員

の皆さん方には大変お忙しい中と存じますけども、全員の皆さん方のご出席を賜り開催をいた

だきました。心から感謝を申し上げるところであります。また、議長さんはじめ副議長さん、

議員の皆さん方には、年が明けてもいろんなまちづくりに、また私自身のいろいろな取り組み

等皆さん方にもご指導いただきましたが、ご活躍をいただいておりますことに心から敬意を申

し上げるところであります。何とか新しい年を穏やかに過ごしたいという思いでいましたけど

も、早いものでもう２月の半ばとなりました。大きな災害もなく、事故もなくという過ごし方

をさせていただいて感謝をしているとこでありますが、行政運営等、これから予算等皆さん方

にご審議をいただくことになりますが、しっかりと対忚していきたいというふうに考えており

ますので、よろしくお願い申し上げます。また、スキーマラソンが今後開催されますが、今オ

リンピック、議長のお話もありましたけども、冬のスポーツが注目されている中でありますか

ら意義ある宮様スキーマラソン、丘のまちびえいスキーマラソンにしたいと考えています。オ

リンピックの状況を見てますと、改めてメダルの話がよく出ますけども、参加した選手の皆さ

ん方を我々は暖かく忚援して、やっぱり帰ってきた時に頑張ったなとそんな思いで見つめてあ

げたいなというふうに思っているところであります。今日、提案させていただきます議案につ

いて説明をさせていただきますが、議案第１号から議案第７号でありますけども、第１号の美

瑛町白金温泉における町営温泉井の使用に関する条例の一部改正についてから、第７号の美瑛

町立病院使用料及び手数料条例の一部改正については、消費税法の一部が平成２６年度から適

用されますのでこれに関わるものであり、もう一点、道路法等の一部改正に伴う規定の整備を

行わさせていただきたいというものであります。議案第８号につきましては、平成２５年度美

瑛町一般会計補正予算でありますが、主な内容につきまして商店街コミュニティー施設整備事

業、また地域人材育成研修施設整備事業、破損等による公共施設の修繕及び備品の更新など補

正をお願いをするものであります。議案第９号及び議案第１０号財産の取得でありますが、小

学校及び中学校の児童、生徒用の机、椅子の取得について提案をさせていただくものでありま

す。以上、議案１０件につきまして提案をさせていただきますが、慎重なる審議をいただき、

お認めいただきますようお願い申し上げます。 
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日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第１２６条の規定によって、２番森平真也議員と１１番角和浩幸議員を指名します。 

 

諸般の報告 

 

○議長（齊藤 正議員） これから諸般の報告を行います。 

事務局長。 

○議会事務局長（前川光男君）  

（諸般の報告をする） 

（報告文の記載を省略する） 

○議長（齊藤 正議員） これで諸般の報告を終わります。 

 

日程第２ 議会運営について 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第２、本臨時会の議会運営について、山家議会運営委員会委員長

の報告を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、山家委員長。 

（議会運営委員会委員長 山家 慶治議員 登壇） 

○議会運営委員会委員長（山家慶治議員）  

(議会運営についての報告をする) 

(報告文の記載を省略する) 

○議長（齊藤 正議員） これで議会運営についての報告を終わります。 

 

日程第３ 会期の決定について 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第３、会期決定の件を議題とします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日に決定したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

(「なし」の声) 
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異議なしと認めます。従って、会期は本日１日と決定しました。 

本日の議事日程は、議会運営委員会の報告のとおりであります。 

 

 

日程第 ４ 議案第１号 美瑛町白金温泉における町営温泉井の使用に関する条例の一部改

正についての件 

日程第 ５ 議案第２号 美瑛町道路占用料徴収条例等の一部改正についての件 

日程第 ６ 議案第３号 美瑛町都市公園条例の一部改正についての件 

日程第 ７ 議案第４号 美瑛町千代田公園の設置及び管理に関する条例の一部改正につい

ての件 

日程第 ８ 議案第５号 美瑛町公共下水道条例の一部改正についての件 

日程第 ９ 議案第６号 美瑛町水道事業給水条例の一部改正についての件 

日程第１０ 議案第７号 美瑛町立病院使用料及び手数料条例の一部改正について 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第４、議案第１号、美瑛町白金温泉における町営温泉井の使用に

関する条例の一部改正についての件、日程第５、議案第２号、美瑛町道路占用料徴収条例等の

一部改正についての件、日程第６、議案第３号、美瑛町都市公園条例の一部改正についての件、

日程第７、議案第４号、美瑛町千代田公園の設置及び管理に関する条例の一部改正についての

件、日程第８、議案第５号、美瑛町公共下水道条例の一部改正についての件、日程第９、議案

第６号、美瑛町水道事業給水条例の一部改正についての件、日程第１０、議案第７号、美瑛町

立病院使用料及び手数料条例の一部改正についての件を一括議題とします。 

これから各議案の提案理由の説明を求めます。まず、議案第１号について提案理由の説明を

求めます。 

(「はい、水道整備审長」の声) 

はい、宮崎水道整備审長。 

（水道整備审長 宮崎 敏行君 登壇） 

○水道整備审長（宮崎敏行君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議案第１号

の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議案集につきましては１頁、説明資料につき

ましては、資料の１頁から２頁になります。今回の条例改正につきましては、社会保障の安定

財源と確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税の一部を改正する法律、平成２４

年法律第６８号の施行に伴い消費税法の一部が改正され、平成２６年度から適用されることか

ら本条例の一部を改正するものでございます。最初に議案を朗読させていただき、その後改正

内容につきましてご説明をさせていただきます。 
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（議案の朗読を省略する） 

それでは、資料の改正要旨によりご説明をさせていただきます。資料は１頁でございます。

改正に伴う新旧対照表は、資料の２頁になりますのでご参照願います。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第１号の提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（齊藤 正議員） 次に、議案第２号について提案理由の説明を求めます。 

(「はい、建設水道課長」の声) 

はい、三田村建設水道課長。 

（建設水道課長 三田村 尚樹君 登壇） 

○建設水道課長（三田村尚樹君） おはようございます。議案第２号の提案理由につきましてご

説明申し上げます。議案書につきましては２頁から６頁までになります。説明資料は資料の３

頁から１１頁までになります。今回の条例改正につきましては、消費税法の一部が改正され、

平成２６年度から適用されることから本条例の一部を改正するものであります。また道路法な

どの改正に伴い、占用物件の追加と占用料の免除規定について本条例の一部を改正するもので

す。最初に議案の朗読をさせていただき、その後改正内容につきましてご説明をさせていただ

きます。 

（議案の朗読を省略する） 

続きまして、資料の改正要旨によりご説明させていただきます。資料の３頁になります。改

正に伴う新旧対照表は、資料の４頁から１１頁までになりますのでご参照願います。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第２号の提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（齊藤 正議員） はい、課長そのまま。 

次に、議案第３号について提案理由の説明を求めます。 

三田村建設水道課長。 

○建設水道課長（三田村尚樹君） 議案第３号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。

議案集につきましては７頁になります。説明資料は資料の１２頁から１５頁までになります。

今回の条例改正につきましては、消費税法の一部を改正され、平成２６年度から適用されるこ

とから本条例の一部を改正するものです。最初に議案を朗読させていただき、その後改正内容

につきましてご説明をさせていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

続きまして、資料の改正要旨によりご説明させていただきます。資料の１２頁になります。
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改正に伴う新旧対照表は、資料の１３頁から１５頁までになりますのでご参照願います。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第３号の提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（齊藤 正議員） はい課長、そのまま。 

次に、議案第４号について提案理由の説明を求めます。 

三田村建設水道課長。 

○建設水道課長（三田村尚樹君） はい、議案第４号の提案理由につきましてご説明申し上げま

す。議案集につきましては８頁になります。説明資料は資料の１６頁から１７頁になります。

今回の条例改正につきましては、議案第３号と同様に消費税法の一部改正され、平成２６年度

から適用されることから本条例の一部を改正するものです。最初に議案を朗読させていただき、

その後改正内容につきましてご説明をさせていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

続きまして、資料の改正要旨によりご説明させていただきます。資料の１６頁になります。

改正に伴う新旧対照表は、資料の１７頁になりますのでご参照願います。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第４号の提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（齊藤 正議員） 次に、議案第５号について提案理由の説明を求めます。 

(「はい、水道整備审長」の声) 

はい、宮崎水道整備审長。 

（水道整備审長 宮崎 敏行君 登壇） 

○水道整備审長（宮崎敏行君） 議案第５号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議

案集につきましては９頁から１０頁、説明資料につきましては資料の１８頁から２３頁になり

ます。今回の条例改正につきましては、議案第１号と同様に消費税法の一部が改正され、平成

２６年から適用されることから本条例の一部を改正するものでございます。最初に議案を朗読

させていただき、その後改正内容につきましてご説明をさせていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

それでは、資料の改正要旨によりご説明をさせていただきます。資料は１８頁でございます。

改正に伴う新旧対照表は、資料の１９頁から２３頁までになりますのでご参照願います。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第５号の提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤 正議員） はい、そのまま。 
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次に、議案第６号について提案理由の説明を求めます。 

宮崎水道整備审長。 

○水道整備审長（宮崎敏行君） 議案第６号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議

案集につきましては１１頁から１４頁、説明資料につきましては資料の２４頁から２８頁にな

ります。今回の条例改正につきましては、議案第１号と同様に消費税法の一部が改正され、平

成２６年度から適用されることから本条例の一部を改正するものです。最初に議案を朗読させ

ていただき、その後改正内容につきましてご説明をさせていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

それでは、改正内容を資料の改正要旨によりご説明をさせていただきます。資料は２４頁で

ございます。改正に伴う新旧対照表は、資料の２５頁から２８頁になりますのでご参照願いま

す。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第６号の提案理由の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤 正議員） 次に、議案第７号について提案理由の説明を求めます。 

(「はい、病院事務局長」の声) 

はい、太田町立病院事務局長。 

（町立病院事務局長 太田 茂夫君 登壇） 

○事務局長（太田茂夫君） おはようございます。議案第７号の提案理由についてご説明を申し

上げます。議案集につきましては１５頁、新旧対照表については資料の３０頁でございます。

今回の条例改正につきましては、消費税法の一部が改正され、平成２６年度から適用されるた

め美瑛町立病院使用料及び手数料条例の一部を改正するものでございます。最初に議案を朗読

させていただき、その後改正内容につきまして説明をさせていただきます。それでは議案を朗

読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

改正に伴う新旧対照表は、資料の３０頁になりますのでご参照をお願いいたします。それで

は改正内容をご説明させていただきます。 

（資料の朗読を省略する） 

以上で議案第７号の提案理由の説明を終わります。ご審議ほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（齊藤 正議員） これで７案件についての提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

初めに、７案件に関連する事項について総括質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 
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はい、質疑なしと認めます。 

これで７案件に関連する総括質疑を終わります。 

次に、議案第１号についての質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第１号についての質疑を終わります。 

次に、議案第２号について質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第２号についての質疑を終わります。 

次に、議案第３号について質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第３号についての質疑を終わります。 

次に、議案第４号について質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第４号についての質疑を終わります。 

次に、議案第５号についての質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第５号についての質疑を終わります。 

次に、議案第６号について質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第６号についての質疑を終わります。 

次に、議案第７号についての質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「はい」の声) 

はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員） ７番花輪です。町立病院におきまして、患者さんが消費税を支払う必

要がある使用料及び手数料などにはどのようなものがあるのでしょうか伺います。 

(「はい」の声) 
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○議長（齊藤 正議員） はい、太田事務局長。 

○事務局長（太田茂夫君） はい。医療にかかる診療ですとか治療、診療報酬つきましてはこれ

は非課税となってございます。今回の改正を受けて町立病院の手数料及び使用料、これにつき

ましては条例の別表の方にうたわれてございますけれども、主なものといたしましては個审、

特別审の使用料、それと各種健康診断ですとか事業所の検診などの受託検診料、人間ドック、

それと一昨年から始めました脳ドック、こういったものがございますし、各種保険の請求に使

用する意見書ですとか証明の文書料などがございます。金額の小さいものでは再発行に伴う診

療券、こういったものもございます。そういう内容でございます。以上です。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員） 病审の使用料などにも消費税が必要なようであります。そこで、病审

の運営管理状況について３点伺いたいと思います。１点は、病审の管理運営状況が最近非効率

なのではないか。２点目は、入院の患者さんの診療体制や健康管理体制が十分とは言えないの

ではないか。３点目は、入院患者さんの携帯ラジオ、イヤホン付きですが、持ち込みなどにつ

いて伺いたいと思いますが、最近町立病院に入院されている患者さんをお見舞いに行った町民、

複数の方々のお話でございますが、最近町立病院では入院の患者さんが尐ないために、一般病

棟ですが４名入审できる病审が１名ずつぱらぱらと入院されている。特別审のような扱いで、

これが患者さんにとって良いことでもあるように思うんですが、そのためかどうか患者さんの

定期的な検温や食事が忘れられてしまう。そのような患者さんの苦情、不満、病気になります

とね、いろいろ病気のことを思って精神的に大変不安だという状態になっている、そこへもっ

てきて食事や定期的な検温を忘れられてしまうというような状況で、一層精神的な不安が募っ

たというようなことがあったようであります。そこでですね１点目は、病审の効率的な運営が

十分になされていないのではないでしょうか伺います。２点目は、患者さんの診療体制や健康

管理体制が、今言った定期的な検温や食事などをうっかり忘れるような、そのような不十分な

管理体制となっているのではないでしょうか。また３点目は、病院には病気のことを忘れてで

すね尐しでも精神的に安定してほしいということでテレビの装置もあるんですが、カードの代

金が１日いっぱい見たら千円もかかってしまうというようなことで携帯ラジオを持ち込んで、

病気を忘れてですね一時ラジオを聞きたいというような患者さんも多々あるように伺ってま

すが、ラジオを持ち込んでも十分に聞けない、聞き取れない難聴状況だということであります

が、これはなんとかならないのでしょうか。携帯ラジオの持ち込みなどでございますが、以上

３点伺います。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、太田事務局長。 
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○事務局長（太田茂夫君） はい。ただいま病审の効率的な運営関係、それと入院患者における

健康管理体制、それとラジオの受信関係というような３点のご質問をいただいたかなと思いま

す。まず病审の関係でございますけれども、現在病审利用率５０％程度で推移してございます。

現实的に空审もあるような現状であります。しかし、やはり病审の効率的な利用といいますか、

光熱費ですとか維持費、これを効果的に運用するというようなことで、年齢ですとか男女別で

すとか患者さんのＡＤＬ，行動状況っていいますか，そういう状況のもとを勘案してですねベ

ッドの配置をしております。従いまして、できる限り多くの患者さんを一つの部屋の方に配置

をしていただくというような感じでやっているのは現状でございます。しかしながら、何てい

いますか年齢構成があまりにも違うとか認知度合いが違うとか、そういうことで１名ですとか

２名というような配置もさせていただいている状況もございます。それはそういう状況がござ

いますけども、基本的にはなるべくまとまっていただいて入院をお願いするという現状でござ

います。それと、入院時の検温ですとか給食が忘れられたんでないかということでございます

けれども、その管理体制の部分ですけれども、基本的に入院患者さんの検温ですとか血圧、こ

ういうバイタルサインって呼んでおりますけれども、これは毎日確認して記録をするというの

が必須の条件になってございます。従いまして、例えば患者さんがリハビリの方に降りて行く

とか、見舞いの方とお話をしているとか、そういうところで定期的に行ってる時間から外れて

ですね行くようなこともございます。そういったことがですね、基本的に忘れられたというよ

うな、そういうような思いになったのかなというふうに思っておりますけれども、現实的には

そういうこともあるということでございますが、基本的には全てそういう管理体制をしっかり

しているということでございます。また、給食についても緊急に入院された方、こういう場合

については用意できないという場合もございます。それは患者さん、あるいは家族の方にです

ねご理解をいただきながら対忚させていただいてますし、やっぱり病状によっては例えばイレ

ウスというような食事をとったら駄目だとか、そういうような処置もございます。そういった

患者さんには、そういうとれないというところでございます。そういう処置をしております。

そういう状況でございますので、まずそれはないかと思うんですが、また病院に帰りましたら

その辺のところを確認をさせていただきたいなというふうに思ってます。それともう１点のラ

ジオの関係ですが、これは以前からラジオの受信が悪いというようなお話をいただいておりま

す。旭川の方に向かっている病审についてはある程度入ると。ただ役場庁舎の方の病审につい

てはなかなか入りづらい。これはやはり病院のＲＣ構造、躯体の構造上いたしかたないような

状況だと思われます。いろいろといろんな病院に聞いたところ、やはり同じような状況でござ

いまして、内部でも何とかアンテナを引き込むというような措置ができないかというような検

討もさせていただいておりますので、その辺のところですね、これからできる限りラジオの受

信ができるような、そういう検討もしていきたいなというふうに考えております。以上です。 
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○議長（齊藤 正議員） 他に質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで議案第７号についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

お諮りします。 

７案件の討論は一括行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

(「なし」の声) 

異議なしと認めます。従って、７案件の討論は一括行うことに決定しました。 

それでは、議案第１号から議案第７号までの７案件についての討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

討論なしと認めます。これで議案第１号から議案第７号までの７案件についての討論を終わ

ります。 

これから日程第４、議案第１号の件を採決します。 

議案第１号、美瑛町白金温泉における町営温泉井の使用に関する条例の一部改正についての

件を、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第１号の件は原案のとおり可決されました。 

これから、日程第５、議案第２号の件を採決します。 

議案第２号、美瑛町道路占用料徴収条例等の一部改正についての件を、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第２号の件は原案のとおり可決されました。 

これから、日程第６、議案第３号の件を採決します。 

議案第３号、美瑛町都市公園条例の一部改正についての件を、原案のとおり決定することに

賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第３号の件は原案のとおり可決されました。 

これから日程第７、議案第４号の件を採決します。 

議案第４号、美瑛町千代田公園の設置及び管理に関する条例の一部改正についての件を、原

案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第４号の件は原案のとおり可決されました。 

これから日程第８、議案第５号の件を採決します。 



 

－ 16 － 

議案第５号、美瑛町公共下水道条例の一部改正についての件を、原案のとおり決定すること

に賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第５号の件は原案のとおり可決されました。 

これから日程第９、議案第６号の件を採決します。 

議案第６号、美瑛町水道事業給水条例の一部改正についての件を、原案のとおり決定するこ

とに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第６号の件は原案のとおり可決されました。 

これから日程第１０、議案第７号の件を採決します。 

議案第７号、美瑛町立病院使用料及び手数料条例の一部改正についての件を、原案のとおり

決定することに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第７号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１ 議案第８号 平成２５年度美瑛町一般会計補正予算について 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第１１、議案第８号、平成２５年度美瑛町一般会計補正予算につ

いての件を議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。 

(「はい、総務課長」の声) 

はい、石井総務課長。 

（総務課長 石井 典夫君 登壇） 

○総務課長（石井典夫君） おはようございます。議案第８号の提案理由につきましてご説明を

申し上げます。議案書は１６頁から２４頁になります。今回の補正予算につきましては、商店

街コミュニティー施設の实施設計費、及び地域人材育成研修施設、旧旭小学校整備に係る耐震

診断等委託費、どんぐり保育園など公共施設の修繕及び備品の更新などでございます。それで

は議案条文を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

それでは、事項別明細書の歳出から説明をいたします。議案書の２１頁をお開き願います。

事項別明細書歳出でございます。第２款総務費、第１項総務管理費、第２目一般管理費、補正

額５万円の追加でございます。瑠辺蘂行政区会館の暖房機更新に伴う補助金の追加でございま

す。第５目財産管理費、補正額１２３万２千円の追加でございます。役場庁舎の維持管理事業

ということで、灯油単価の高騰に伴う燃料費の追加でございます。第７目地域振興費、補正額
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１８万１千円の追加でございます。地域振興奨励補助事業申請件数の増に伴う追加でございま

す。第１２目諸費、補正額３０万円の追加でございます。地域情報通信基盤運営事業、光ケー

ブルの修繕料の追加でございます。雪によるたわみ等に伴う修繕料の追加ということでござい

ます。 

第３款民生費、第１項社会福祉費、補正額３万４千円の追加でございます。緊急通報システ

ム新設、撤去件数の増に伴う追加でございます。第２項児童福祉費、第２目保育所費、補正額

１１４万２千円の追加でございます。どんぐり保育園の玄関扉の修繕及び給食用備品の更新で

ございます。第４目子ども支援センター費、補正額１０万９千円の追加でございます。発達支

援事業ということで指導用備品の更新でございます。 

２３頁になります。第６款農林水産業費、第１項農業費、補正額３８万９千円の追加でござ

います。農業技術研修センターみのりでございますが、みのりの加工审の冷蔵庫故障に伴う更

新でございます。原因は経年务化ということになります。 

第７款商工費、第１項商工費、第２目商工業振興費、補正額３６６万８千円の追加でござい

ます。商店街コミュニティー施設整備事業ということでございます。既存鉄骨部分の不具合確

認に伴う設計費の追加でございます。第３目観光費、補正額５２万８千円の追加でございます。

四季の情報館の正面玄関自動ドアの修繕でございます。第６目イベント推進費、補正額１４万

７千円の追加でございます。圧雪車２台保有しているわけですが、そのうちの１台の故障に伴

う修繕費でございます。第２項文化スポーツ振興費、第２目生涯学習推進費、補正額３７５万

６千円の追加でございます。地域人材育成研修施設整備事業ということでございますが、旧旭

小学校の校舎改修に伴う耐震診断委託費等の追加でございます。第７目保健体育施設費、補正

額８２万６千円の追加でございます。スポーツセンターの非常灯及びボイラーの修繕でござい

ます。 

第１０款教育費、第３項中学校費、補正額２３万８千円の追加でございます。中学校の災害

共済給付金の追加でございます。 

次に、歳入について説明をいたします。１９頁にお戻り願います。事項別明細書、歳入でご

ざいます。第１０款地方交付税、第１項地方交付税、補正額８９６万２千円の追加でございま

す。今年度決定額が４５億２６０５万８千円。今回の補正額を含めた補正済額が４２億１８２

１万１千円、差引き財源保留額が３億７８４万７千円でございます。 

第２０款諸収入、第５項雑入、第４目雑入、補正額２３万８千円の追加でございます。日本

スポーツ振興センター補償金、給付金の増に伴う補償金の追加でございます。 

第２１款町債、第１項町債、第５目商工債、補正額３４０万円の追加でございます。商店街

コミュニティー施設整備事業債、实施設計費の追加に伴う起債の追加でございます。続きまし

て第２表地方債補正について説明をいたします。１８頁へお戻り願います。町債の総額に３４
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０万円を追加し、総額を１２億３６００万円とするものです。起債の目的、変更前限度額、変

更後限度額のみ申し上げます。第２表地方債補正、変更、起債の目的、過疎対策事業変更前限

度額６億８２４０万円、変更後限度額６億８５８０万円。合計、変更前限度額１２億３２６０

万円、変更後限度額１２億３６００万円。１７頁の第１表歳入歳出予算補正については説明を

省略いたします。以上で議案第８号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（齊藤 正議員） 質疑を行う前に休憩いたします。１０時４０分まで休憩いたします。 

休憩宠告（午前１０時２５分） 

再開宠告（午前１０時４０分） 

○議長（齊藤 正議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

これから質疑を行います。まず、議案第８号についての総括質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第８号についての総括質疑を終わります。 

次に、議案第８号についての質疑を行います。 

議案集の２１頁及び２２頁、はじめに平成２５年度美瑛町一般会計補正予算の歳入歳出補正

予算事項別明細書の歳出、第２款総務費及び民生費についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。 

次に、議案集の２３頁及び２４頁、第６款農林水産業費から第１０款教育費までについての

質疑を許します。 

(「はい、２番」の声) 

はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員） はい、２番森平でございます。私からは、第７款商工費、第１項商工

費、第２目商工振興費、商店街コミュニティー施設整備事業、この内容について伺いたいと思

います。まず最初に、先ほどの提案説明の中で鉄骨の不具合による設計の追加ということでご

ざいますけれども、具体的にどのような不具合が発生したのかわかりやすくご説明をいただき

たいと思います。２点目に、当初にこの施設を活用しようとしたときに、大事な構造にかかわ

る大切な部分について十分な検討を行ったのか。また、その後に基本設計もした。その中で専

門家も入った中で、鉄骨構造とはいえ民間の古い施設というところで、この構造についてより

詳しい調査が必要だという話がなかったのかどうなのか、この検討の過程について伺いたいと

思います。３点目に、これまでの議会での説明の中で、９月定例会のご答弁で、本体工事は約
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４億円、木質バイオの設備が約９千万円、合計で約５億円という事業費の答弁でございました

けども、構造的な問題が発生したということによって本体工事が５億円、これより多く膨らむ

のではないかと。お話によると本体だけでも５億円ほどに膨らむのではないかという話も聞き

ますけれども、総事業費は一体いくらぐらいになるのかというところについて伺いたいと思い

ます。設計の詳細が終わらないと具体的な見積もりはできないということは理解はするんです

けれども、今回３００万円以上かけて追加の設計を行うわけでございますので、ある程度どれ

くらい事業費が増えるかいう想定も持っておられるかと思いますので、わかる範囲で事業費に

ついて伺いたいと思います。以上３点でございます。 

(「はい、経済文化振興課長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、武井経済文化振興課長。 

○経済文化振興課長（武井一真君） おはようございます。３点ほどご質問をいただきました。

まず１点目は、鉄骨の不具合が発生した理由といいましょうか。それと２点目につきましては、

当初の段階でその鉄骨がどういう形で使えるか使えないかという調査等をきちっとしたのか

と。３点目につきましては金額のことだと思いますが、以前に本体４億円、木質バイオ９千万

円強ということでご説明をした。それがどのぐらい膨らむのかということだということでござ

います。それで、まず１点目でございますが、若干経過の方を述べさせていただきたいと思い

ます。この商店街コミュニティー施設整備事業の設計委託業務につきましては、昨年の９月に

入札を行いまして契約請け負ったと。その中で請負業者の方が調査を行ったと。その調査の中

で今言う鉄骨の不具合が生じたわけでございますが、これにつきましては、民間施設でござい

まして当時の設計図面等もない、鉄骨の太さ、そういうものの調査がきちっとできない中で進

んだと。さらに、神戸の大震災を含めていろいろな中で建築基準法の改正が平成１２年の６月

になされ、積雪荷重っていいますか、屋根の上に乗る垂直積雪量、これらの基準が拡充された

というようなことでございます。２番目の方の回答と若干かぶるかもしれませんけれども、实

はその設計業者につきましては前段で目視及び打診の試験を实施しておりましたので、今言う

鉄骨の超音波検査及び道路でいうコア抜きといいますか、鉄骨の一部を丸く切り取って検査を

する試験、この試験を实施したところでございます。その結果、屋根の梁の部分の耐久性の不

足、それから当時の溶接の工法による耐久の不足と、この２点含めて若干その成分的なものの

見えない部分が出てきたということでございます。これらをクリアするために、いろいろ種々

検討を行ってきたわけでございますが、屋根の積雪荷重の部分が１番大きいということから、

現段階でまだ確定してございませんが、二階部分の鉄骨を取り除きまして、屋根の部分に係る

鉄骨を１階部分は残して補充をするというような形でですね、現在、検討を進めております。

これらの要因によりまして設計期間が伸びる、併せて設計の費用も増加するということで、今

回補正をお願いするという運びとなっています。 
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２番目の当初の段階でわからなかったかということでございますが、目視と打診、先ほど申

しましたが、その試験については实施しておりますが、今言います例えば超音波なりコア抜き

試験、こういうものを实施することによりまして、そこでまたその試験結果で数百万円かかる

ということなりますと、もし使えたということなると、その費用が無駄になるといいますか、

要らなかったことなりますんで、今回の設計の中で併せてそれらも实施をしたということでご

ざいます。金額のことでございますが、以前お話ししておりましたように、当初考えておりま

したのは本体が４億円、木質バイオが９千万円強と。木質バイオの方は変わりませんが、本体

の４億円につきましては今言いました鉄骨の補強、それから資材高騰、人件費等の高騰という

ことで、まだはっきりした額は森平議員言われるように設計をきちっとしてみないとわからな

いわけでございますが、５億円前後になるのかなというふうに現在考えてるところでございま

す。以上です。 

(「はい、議長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員） はい、２番森平です。ただ今の事業費の話ですけども、本体工事５億

円強、木質バイオマス９千万円、これまでかかった設計費、それから今後備品等々もかかると

いうところを想像すると６億円強、もしかすると７億円近くという大きな事業になるような話

に私は感じています。当初の話を聞くと、基礎、鉄骨とも非常にしっかりしていて十分な活用

ができるというところで、この施設の活用が、検討が始まったというところですけども、鉄骨

もこのままでは使えないと、普通に建てるよりももしかしたら高くつくんじゃないかと、そう

なってしまうとこの事業自体の大義というのがちょっとなくなってしまったのかなという気

がします。この事業の内容自体はこれまで議論されてきて、町民の中にもこの施設を待ってい

るという方もいらっしゃると思いますけれども、事業費がここまで膨らむと話が変わるのかな

と。本当にこの事業の内容で６億円強の投資が必要なのか、ここはちょっと疑問になってくる

ところです。まず、この事業の内容に対してこれだけの投資が本当に必要なのか、建設規模が

妥当であるのかというところをまず１点目伺いたいと思います。 

それから２点目ですけれども今言ったとおり、そもそもこの構造が非常に良くて利用できる

という話を我々も信じて経過を見守ってきたわけでございますけれども、その根底が揺らいで

いるというところで、この話が上がるたびに事業費も何かどんどん変わってきて、いつの間に

か事業費がどんどん増えているという状況で、一方で本体もある程度の設計のめどがついたと

いうところで木質バイオを先行して入れるというところも理解をしたところですけれども、結

果から言うとはっきり言って、計画がずさんであったのかなというふうに感じてしまいます。

もっと慎重な検討を行って判断をすべきであったんではないかと感じますけども、これまでの

検討の過程に問題はなかったのか。この点２点伺いたいと思います。 
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(「はい、経済文化振興課長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、武井課長。 

○経済文化振興課長（武井一真君） はい、事業費の件につきましては、まだこれから設計をし

てみなければはっきりした金額は出ませんが、今森平議員言われるような、おおむね６億円強

の数字はなるというふうに考えております。その中で当初の計画って言いますか、その辺がず

さんだったという話ですが、先ほどの話と一部重複するかもしれませんが、基本的には議員さ

んたち皆さんも見ていただきましたけれども、外側から見る外観と中に入った状態は非常に違

って、当時ちょっと古いものですけど、当時造ったものとしては、それなりの鉄骨がきちっと

しておったと。そこで、目視と打診までの検査をしたということでございますので、それを考

え方でしょうけれども先ほども言いました、そこで使えるかどうかという何百万円かけての調

査をするのかしないのかということだと思います。さらに今現段階で調査を行った結果、基礎

部分につきましては十分使えるという結果が出ておりますので、今後、今言う基礎、それから

１階の鉄骨、これらを有効活用した中で、地下审もありますが、２階部分の積雪に耐えられな

い部分だけをですね補修をした中で考えていきたいと。もう尐しきちっとした計画的なもので、

その辺の調査をきちっとすべきだったという点については、そういう形で進みまして、これ北

大の方々もですね中に入りまして、いろいろコミュニティーの市街地含めて住民の方、地権者

の方々と言いますか町内の方々にもいろいろアンケート調査、聞き取り調査もしております。

その中で町民の方は、こういうコミュニティー、特にお子さんとお母さん、お年寄りとが交流

できる施設ということで広報等でも周知をいたしましたが、皆さん待ち望んでいる施設だとい

うふうに考えておりますので、現段階ではこういう形で進まさせていただきたいというふうに

考えております。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、浜田町長。 

○町長（浜田 哲君） 私の方から答弁をさせていただきますが、一つ最初の段階で私も総務課

長は不具合と言ったんですけども、ちょっと語弊がありまして、これは不具合ではない。民間

の方々建てて施設を運営する上で建築基準法上、当時問題になる施設ではありません。これは

失礼な言い方になってですね、まるで違法建築を我々が買ったような考え方に、ちょっと表現

の仕方を私は間違ってるなというふうに思ってるんですけども、今それが不具合という形でど

んどん質問されてるんで、これについては訂正をさせていただいて、基本的には建築基準上、

あの施設は民間の方が使う部分については何の問題もない施設だというふうにご理解をいた

だきたいと。これは試験をやってもそういう結果出てます。じゃあ今回なぜ問題になってるっ

て言ったら实はですね、公共建築として我々使う部分について实は使えるんです。今の建物の

まま使えるんです。ですが、その条件として建築基準上の積雪荷重の１メートルから１メート
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ル３０センチという基準が変わってますから、その部分では今度は今のまま使うと雪を雪はね

をして屋根の雪を降ろさなきゃならんと。そのテーマが出てきています。ですから、それをど

う判断するかなんです。私どもといたしましては、公共建築で雪下ろしを常にチェックすると

いうことについて一体どうしようかというふうに悩みました。今の現状のもので使うという部

分で雪下ろしを、ただ設計屋さんともいろいろ話したんですけども、公共の建物として雪下ろ

しを常に検討しながら建てるということについて、やはり課題を考えてくれと。設計する方も

しっかりしたものを建てたいという思いがあって、それでは現在の建築基準法に基づいて我々

がこの構造物をしっかりとしたものを建てる、継続するとしたらどうだという検討をしたとい

うことでご理解をいただきたい。ですから、不具合とか違法建築とかそういったものはないと

いうことで、これは理解をしていただきたいというふうに思っています。それからもう一つ、

森平議員からちょっと私としてはそういう質問適正なのかなと思ってるんですけども、今回の

建築物についてはですね資産としては我々購入してません。つまり使われない施設として町の

中にあった施設を現状の建築基準法に基づいてチェックをして、これは建築基準法上問題ない

という建物を、使われなかった施設を買っています。ですから、売る方もこれを資産というよ

りも今まで施設が使われなかった経過、使われなくなった経過に基づいて、我々もそれに基づ

いた金額で買っています。ですから、資産として購入して数千万円という金額で資産として購

入したんであれば、そういう部分にしてどんだけチェックしたか、チェックしないとかという

部分、お金をかけてチェックしたとかっていうのはあるんですけども、我々はあの施設を町の

中で使われない施設をこのままにしていいのかというテーマで買っていますんで、その段で打

診検査とそれから目視検査をやって買ったということ、私はこれ問題ないと思います。これ以

上の資産として買うんであれば、当然いろんなチェックをして試験もして何千万なんぼだとい

う価値を提案するわけでありますけども、これはそういう形での購入ではないということで、

これをご理解いただきたいと思います。役場の職員もそこは理解してもらわなきゃならんとい

うふうに思っています。それから今度はもう一つは、この施設の金額が上がってるということ

でありますけども、皆さん今回公営住宅等も試算をしていますけども２割上がっています。２

割から３割上がってます。つまり建築資材の高騰、労賃の高騰というのは非常に大きなものに

なってます。今回の金額の高騰はそれをも含めた金額であります。ですから、何かこの鉄骨に

不具合があってそれが全部かかるとか、そういうものではなく建築全体の話でありますから、

そこの部分について十分理解をしていただいて、そして何か我々が不適切なものを買って、そ

れを活用しているというような質問じゃなくて、全体的な状況を考えてご理解をいただければ

なというふうに考えています。ですから、我々この施設についてはですね今の状況の中で、し

かし購入して、これからまた町民の方々に活用する施設として、また公共施設として機能を持

った、そういう施設としてつくり上げたいという思いで今回設計の変更をお願いをするところ
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であります。それから今回の設計の部分についてもですね、いろいろ議論があるんですけども、

設計の方々も非常に真摯に取り組んでいただきまして、今回の設計の部分についても鉄骨１階

の部分は使って、２階の部分についてはですね新たな２階のだけの構造を作ってという新たな、

そういう意味では既存建物の活用について非常に進んだ取り組みを今東京の方の設計屋さん

とも取り組みをしてくれています。ですから、彼らも既存施設を有効に使うという部分での新

しい形を出したいということで一生懸命やってくれていますんで、ここの部分について私は非

常にありがたく取り組んでいただいているというふうに思っているところであります。それか

らもう一つ、この施設は本当に必要なのかという議論まで出していただきましたけども、私は

この施設を必要だということで皆さん方に提案をさせていただき、ボイラー等もバイオを使っ

たボイラー等の建築等も進めているところでありますから、ここの部分についてそういった設

計内容の変更等がありながら内容が変更になると、そういう設計の部分が変わったんで、施設、

町長本当に必要なのかと。これは議員の皆さん方、議員の方から質問をいただくについては、

ちょっと私もそういうことになるのかなといって改めて質問内容について、私はそうかなと思

いながら聞かせていただきました。私はこの施設について町民の方ともいろいろ論議をし、ま

た関係する子育て関係、また高齢者の方々、また文化連盟の方々といろんな論議をしてここま

で来たわけでありますから、この部分の鉄骨の部分だけが何か変わったり建物の建築の金額が

変わったり、本当にそれが必要なのかという論議ということについては、ちょっと質問に答え

るについては何か答えにくいとこがあるというふうに判断をしているとこであります。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員） わかりました。不具合はないということは理解しましたし、この構造

にお金がかかる、これから建設費が高騰する部分も含まれるというところも理解はいたしまし

た。問題は、その建物に問題があるということではなくて、私は金額の話にこだわるわけでは

ないですけども、この事業自体が例えば町民からどうしても必要だということだとか、あとは

ないと困るというところに出てきた話ではなくて、どちらかというと、こういった活用できる

施設があるから検討してみようというところで出てきたものであって、機能で言えば例えば新

たに建ててもう尐し小規模のものをつくるであるとか、あとは既存の施設の機能を強化をする

とかで十分代用が可能なものなのかなというふうに感じるところです。一般的に考えると例え

ばお年寄りが集う場所、それから子供たちの遊び場、ギャラリー、どれもあると嬉しいという

ことですし活用もされるというふうに思いますけども、これが６億円、７億円かかるという話

であれば、私も含めて町民の方で疑問を持つ方多いんじゃないかなというふうに思います。町

長は必要で妥当性もあるんだというふうにおっしゃるわけなので、ぜひともお聞かせいただき

たいのは、この事業が６億円、７億円かけてもどうしてもやらなきゃいけないんだということ
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が、私はちょっとまだ理解をできていないので、そこを理解できるようなお話をいただきたい

というのがまず１点目です。それからご理解いただきたいのは、私はこれ事業費が高いからや

めろということを言っているわけでもないですし、こういった施設を要望されている声も私も

たくさん聞いています。ですんで事業としては成功してほしいなというふうに見守っていると

いうことは、まずご理解いただいた上でですね、ただこれまでの経過を見ていると、やること

は決めておいて事業費がどんどん上がってしまって、今さら戻れないというような状況に感じ

てしまいます。これだけ大幅に事業費が変わってくれば、この施設の規模が妥当なのか。妥当

でなければ施設の規模を見直す、あるいは事業の効果を上げてくと。いろんな状況に忚じた見

直しというのがあってもいいじゃないかなというふうに思うわけです。町長は民間の会社の経

営も経験されたと思いますけども、例えば事業効果、収益が変わらないのに事業費が上がれば

これは当然経営として事業費を見直したり、あるいは効果をどうやって上げようかというふう

に考えるのが普通だと思いますけども、同じようにですね今後この設計を終えたときに、おそ

らく大きな事業費が変わってくるということが予想されますけれども、そのときに今一度この

施設の規模、事業内容、事業自体の抜本的な見直し、こういったものをするつもりがあるのか

どうか最後に伺いたいと思います。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、浜田町長。 

○町長（浜田 哲君） 施設の必要性については私は必要があるということで、この施設の建設

について提案をさせていただいてます。財政運営上私も１０数年町長という職を務めさせてい

ただいて、ある意味で言えばこういった町民の方々の町においてコミュニティー施設、また住

民の方々が本当に例えば病院ですとか保育所ですとか、そういうどうしても必要でなければと

いう施設。それからもう一方文化的な暮らしですとか、それから子育てに対して地域の中で余

裕を持って取り組めるとか、そういったいろんな段階の施設があると思いますが、私は財政運

営上そういったどうしても必要な施設、例えばスポーツセンターしかりでありますし、図書館

もしかりでありますし、そういう施設について国の資金等を十分に投入しながらこれまで取り

組んできて財政再建を果たしてきました。そういう意味では、こういった次の段階のコミュニ

ティーを維持していく、住民の方々が何かぬくもりを持って町の中で暮らしていただける、そ

ういう施設の必要性というのは实はもともとあったわけでありますけども、なかなか提案しき

れない状況でありました。そういった意味でもこの施設の必要性というのは、文化的なまちづ

くり、それから高齢者の方々やみんな交流できるまちづくり、そういった意味でこの施設を重

要な施設として位置づけて、何か突然湧いてきたような施設として質問をされているんであり

ますけども、長年私自身の中で検討してきた施設だということで、ご理解をいただきたいとい

うふうに思っています。それから、じゃあ事業費の部分についてどうだということであります
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けども、私自身にとって重要な施設でありますから、どうしても施設を完成したいというふう

に思っていますし、今の計画の中で広過ぎるというふうなこともなく、適正な形で事業の計画

をさせていただいているというふうに思っています。そしてまた、じゃあ新築とかそういうの

でやったらどうだという考え方もあるかと思いますけども、新築であればあそこの基礎を掘り

返し、そしてまた鉄骨も全部排除してということになれば大変な金額がかかるというふうに思

ってますし、それから新築で行えば基本的には国の補助等、道の補助等を受けることができな

い状況であるというふうに判断をしてますが、既存施設の再利用であれば約５０％資金を導入

できるという財政的なメリットもあるわけでありますし、これに過疎債を加えれば非常に有利

な形で施設の整備もできると。そのためにこういった再築という、これから日本の国の中でい

ろんな地域で再築、それから今まであった建物の活用、こういったものが非常に課題になって

くると思いますけど、そういった部分の取り組みとして一歩先に進んだ施設として運営、また

建設をしていきたいというふうに考えているところであります。 

○議長（齊藤 正議員） はい、他に。 

(「はい」の声) 

はい、１１番角和議員。 

○１１番（角和浩幸議員） １１番角和でございます。私も今の森平議員と全く同じ商店街コミ

ュニティー施設整備事業について、お尋ねをさせていただきます。同じ項目でございますので

一部重複することがございましたら、お許しをいただきたいと思います。私もまず、議論の１

番最初のところですけど、今さらそのことを言ってもと言われるかもしれませんけれども、や

はりこの計画が進んできた経緯を考えますと、まず、この鉄骨部分がそのまま使えるよという

ことが前提で、ではどのように利用していこうか、どのような事業がふさわしいのかという検

討が、この計画の順番だったというふうに考えております。そうしたときに不具合ではない、

違法建築ではないというのは十分承知しております。そこに問題があったというわけではない

んです。ではなくて、前提として考えられてきた基礎部分が手を加えなければならない、そう

いう状況になられたという一つの事实を持ちまして、このまま今までの計画を進めていってい

いのかどうかということを一度立ち止まって考える、そういう段階ではないかなと思う立場で

ございます。最初は解体して駐車場にして地域の皆さんで使っていただこう、イベントの駐車

場用として使っていただこうというようなことが出発点であったと記憶しております。そこに

立ち戻るかどうか別としましても、今まで積み重ねてきた議論の前提がちょっと変わってきた

というところにおきましては、今後どうしようかという検討について考える、そういう時期で

はないかなと思っております。そこでまず１点目ですけど、２階部分の鉄骨を新たに入れると、

そして２階建てとして活用されるということですけれども、これは１階建てではだめだったん

でしょうか。まず建物をなるべくお金をかけず、そして再利用していく。そういうようなあり
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方についてご検討なされたのかどうかということについてお尋ねします。もう１点付則してで

すけれども、木質バイオの建築費が既に通っております。この９月議会で木質バイオの部分通

った時のご説明によりますと、建築の坪数によってバイオの値段が変わってくるんだよと。建

築規模によって受注の製造になるので、今から手を上げておかないと完成時に間に合わない。

だから本体が工事始まる前であるけれども、まずこちらを先行購入をさせていただきたいとい

うお話でございました。もちろん、私ども議会側もそれはその通りだねということで議案通し

てきた経緯がございます。今回、この２階建てを１階建てにできるかどうか等のご検討を多分

されたと思うんですけれども、そのときにこの木質バイオが建坪をあらかじめ想定したものに

合わせるために、やはり２階のままいかなければならないというようなことが判断材料の一つ

にあったのかどうか、そのあたりこの２点についてお尋ねさせていただきます。 

(「はい、経済文化振興課長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、武井課長。 

○経済文化振興課長（武井一真君） はい、私の方からまず、鉄骨いろいろ話が出ておりますけ

ども２階部分の鉄骨を云々という話なんですが、先ほど町長も申しておりますように、違法と

いうことでなくて公共施設としてより安全性の高い、多くの方に使っていただける施設という

考えから２階の部分を補強するというご理解をいただきたいと思います。それと１階と２階に

は以前にもご説明を申し上げたと思うんですが、１階はある程度プロの方のギャラリー、それ

から住民の方、素人といいますかアマチュアの方のギャラリー等も設けながら日本で最も美し

い村のコーナー、こういうものをつくるという計画で町の広報紙等でも出しておりますし、２

階部分につきましては親子、お子さんとお母さんお父さんがゆっくり歓談でき楽しんでいただ

けるスペース、さらにお年寄りの方々が碁等を打っていただけるスペース、それから観光実の

方がそこでおくつろぎをいただけるようなスペースも含めてですね検討してございます。それ

で、１階だけにならなかったのかという話なんですが、今言うようないろいろな用途のスペー

スを設けると、やはり１階だけでは十分な形でのサービスができない部分がありますので、既

存建物２階をそのまま使う形の中でですね設計も進んでおりますし、やらせてもらうというよ

うな方向に向かったということでございます。それと木質バイオの方でございますが、木質バ

イオにつきましては实はもう設計が終了してございます。今言うような形で１階２階両方使う

という形から話が進んでございますので、当初の予定どおり１、２階の形のボイラーを入れる

形でバイオの方は設計が終了しておりまして、これにつきましては２月の末に入札を行いまし

て、３月の議会で議決をいただきまして発注をする段取りをかけているところでございます。

以上です。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、１１番角和議員。 
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○１１番（角和浩幸議員） はい、バイオの件につきましては、ちょっと質問の趣旨が足りなか

った、言葉が足りなかったかもしれません。その２階建て用のバイオで依頼をしてしまってい

るので、建物本体が２階でなければならないというような発想でこの計画が進んでいるのであ

れば、何て言いましょうエアコンを買ったんで家を立てなきゃいけないというような、発想が

違うんではないかなというところをちょっとお尋ねしたかったなと思っていました。結構でご

ざいます。２番目の質問ですけども、森平議員も私同じございますけども、この事業の内容そ

のものについて問題があるとか、おかしいと言ってるわけではない。私もまさにそうでござい

まして、この事業そのものには賛成なんです。こういったコミュにティー施設ぜひ必要であり、

ある意味都市型の施設でございますので、これまで美瑛に無い新しい交流の場になるのではな

いかなと期待している１人ではあります。その上で重ねての指摘になってしまいますけれども、

費用対効果の面からいかがなのかなという思いがやはり拭えないというところであります。先

ほど町長のご答弁の中で、病院ですとか図書館ですとか、どうしても必要な施設というお話ご

ざいましたけれども、そういった意味でどうしても必要な施設である図書館と同規模、あるい

はそれ以上の費用が今のままではかかってしまうわけでございます。また、これまでのイメー

ジ図を見ましても、かなり広い空間をとっております。オープンスペースといえばオープンス

ペースそのものですけれども人が入らなければ、以前も指摘させていただきましたけども、人

が尐なければがらんどうになってしまう、そういう恐れもある大きさでございます。これはひ

とえにここの建物を再利用しようと、まず建物の規模ありきから考えているので、そういった

面が出るのではないかなと思っております。コミュニティー、交流施設、大変重要でございま

す。必要だと思いますので、どうぞ適正な規模での施設づくりという面をいま一度ご検討をい

ただきたいなと思っております。例えば、並行してでございますけれども、郷土資料館の話も

庁舎内でご検討されていると伺っております。資料館などと組み合わせて一体としてより多く

の人が集まる、それをもちろん提案してるわけではないです。そのような、いろいろな側面か

ら検討をして費用対効果を図っていく。そのような何て言いますか、場を持っていただきたい

なというふうに思うわけでございます。６億円、７億円かけて展示スペース、囲碁、将棋コー

ナーというのが本当に費用対効果に合うのかどうか、今一度ご答弁を求めます。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、浜田町長。 

○町長（浜田 哲君） まず一つ、議員さんのご質問から答弁をさせていただきますが、前提が

変わった変わったというお話をされるんでありますけども、前提の変わった部分については、

要するに今までの建物の再利用において建築基準法、またそういった強度関係で鉄骨の一部が

再利用できなくなったと。その部分について補強して取り組みますということでありますから、

前提が変わったという、何が前提が変わったのか、そこの部分をよく質問の中でちょっと提案
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していただければと。私は前提が大きく変わったということではないというふうに判断をして

います。それで、鉄骨の部分について私どもといたしましては、この建物の有効活用をしなが

ら町中の活性化を図っていきたい。また、町民の方々の利便性、暮らしを豊かなものにしたい

と、そういうテーマで取り組んできたものでありますから、その鉄骨のところが、２階部分が

使えなくなったと。これ使えば使える、雪はねをすれば使えるんですけども、雪はねを前提に

してやる公共物として良いのかという、これを皆さん方にも私からお願いをしてるわけであり

ますから、そこも理解をして前提が変わったということよりも、そこの部分を理解して判断を

していただければというふうに思っています。それからもう一つは、先ほど民間でいて町長に

就任したという話でありますけど、費用対効果ということでありますけども、費用対効果とい

う言葉を変な形で使っては私はいけないというふうに思っています。つまり、採算が合うとか

合わないとかだけで公共の施設というのは運営できません。これ私が民間の人間として町長も

同じ気持ちでやってるんであれば、こういうものはつくりません。図書館だってつくりません。

体育館だってつくりません。これはですね、費用対効果という部分について町づくり、町民の

方々の利便性だとか暮らしを支えるだとか、福祉の充实、文化を高めていく、こういった部分

についてはお金で換算できないものであります。こういったものをどう評価して費用対効果と

するのか、この部分を十分に判断していただいて費用対効果という言葉を使っていくべきだと

いうふうに思っています。ぜひその部分について理解をして、そういうことであれば、どの施

設もお金が儲かる儲からないということであれば何もできないことに、公共物というのは基本

的にはできないことになります。それをできる税金を使って、そして住民の方々に提供する施

設をつくる、役に立つ施設をつくるそういう形で我々取り組むわけでありますから、その費用

対効果という部分について十分な判断をいただきたいというふうに思っているところであり

ます。それからもう一つ、この施設を１階建てでは駄目なのかということでありますけど、私

どもはこの施設を既存の施設を有効利用しようということで、町民の方々にいろんな形でお話

をさせていただき、まとめてきた案であります。それを２階の鉄骨が雪下ろしをしなきゃなら

んとかそういうレベルの中で、じゃあ使えなくなったから施設が小さくていいいじゃいかと、

じゃあ今まで必要としてきたものは一体何なんだと。それは今まで町の中に必要とした、町民

の方々の意見を交わしながら必要として来たものを我々は提案をさせていただいたわけであ

りますから、そこの部分について鉄骨の部分の利用の仕方が変わったとしても、我々はまちづ

くりに重要な施設だとして提案をさせていただいて、議員の皆さん方に説明をさせていただい

たつもりであります。ここを２階の部分が尐し経費がかかるから無くなって１階でいいじゃな

いか、それを皆さん方に提案せということになると、これはですね、じゃあいらないものを提

案してきたのかという話ではないかというふうに思っています。ですから、そこの部分につい

て我々はこの施設を重要な案件、また住民の方々も町の活性化、区画整理を進めてきた方々も
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何とか仕上げの施設としてあの施設を見ていきたいということ。美瑛軟石の活用等も進めてき

たわけでありますから、ぜひ一つご理解をいただいて、この活用を前進させていただくようお

願いをしたいというふうに思っています。以上であります。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、１１番角和議員。 

○１１番（角和浩幸議員） はい、３回目でございます。町長おっしゃる行政の施設が儲けるた

めのものではない、費用対効果、その利益が上がるかどうかが判断基準ではないというのは、

私もわかっているつもりでございます。ある意味儲からないからこそ行政がやらなければいけ

ないんだという側面が、行政の施設づくりにはいつも付いて回っているという立場は、私自身

もそういう立場でございますし、そこから利益を収益をどうしても上げなければいけないとい

うものではないということは十分承知している、その上で質問をさせていただいてます。利便

性の向上ですけれども、現在ここの新たな計画の中で取り組もうとしている内容は、現在でも

町民センター、保健センター、なかよし児童館などで取り組まれている内容も一部あります。

全てとは言いませんが一部ございます。ここの今の機能を充实させていけば、さらに交流が深

まるということも言えるのではないかなというふうに思っております。ただそれでも、新しい

場所で包括的にコミュニティーの場として活用していくんだというのであれば、何が反対する

立場ではございません。利便性の向上に努めていただければと思います。となりますと、これ

まで町民センター、保健センター等で行われておりました、親子のふれあい活動事業等、ある

いは高齢者の方々の囲碁・将棋者のお集まりに変化が出てくると思いますが、これまでのこれ

らの取り組みが全部一元的に今度こちらの新しい施設の方に移るのかどうか、その見通しにつ

いてお尋ねします。 

(「はい」の声) 

○議長（齊藤 正議員） 浜田町長。 

○町長（浜田 哲君） 答弁を申し上げますが、この施設に例えば町民センターですとか、図書

館ですとか、そういった保健センターも含めて、そういう施設があるからこの施設に盛り込ん

だものは本当に必要なのかということでありますけども、当然、今業務を行なっている施設で

の、今行っている取り組み等を継続することは進めていく考えであります。で、我々は今この

施設にどういう役割を持ってほしいかというのは、今ある施設だけでは補完できない、そうい

うまちづくり、そしてまた住民要望、住民活動に対する施設需要があると。そしてまた、我々

もそういうサービスを提供したいということでありますから、今振出しに戻ってあそこがある

からこの施設は要らない、そういう論議をここで私は何かするというのは尐しどうなのかなと

いうふうに思っています。ですから今回この施設については、美瑛町のまちづくりを、今まで

の取り組みをこれからも進めながら、さらに一層まちづくりに付加価値を付けていく、そうい
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う施設だというふうに以前も説明させていただきましたし、今回も同じ説明をさせていただき

たいというふうに思っています。そして、今回のこの再利用については、いろんな面で議員の

皆さん方にご心配をかけることになって申しわけありませんが、しかし基本的な構想、つまり

建物既存の施設を再利用して、そして町の中の活性化と住民サービスを高めていく。そして、

その再利用することによって財政的な部分についても、いろんな形でメリットがあるという形

で進めていますんで、この部分についてのご理解をぜひいただきたいというふうに思っている

ところであります。 

○議長（齊藤 正議員） はい、他に質疑ありませんか。 

(「はい、７番」の声) 

はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員） ７番花輪です。私は、第１０款教育費、補正額２３万８千円が計上さ

れております。本件の予算は中学校における、中学生ですね、学校内での傷害事故などの治療

費の給付補償金などと伺ってますが、本年度の中学生の学校内におけます傷害事故などのこれ

までの発生状況や学校別の内容など、どのような状況でしょうか伺います。 

(「はい、管理課長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい後路管理課長。 

○管理課長（後路宜伸君） はい、中学校災害共済給付事業でございます。学校管理下におけま

す負傷、疾病、事故などに対します医療費、傷害または死亡見舞金の給付を行う事業でござい

ます。独立行政法人日本スポーツ振興センターとの契約によって行っている共済制度というこ

とになってございます。ご質問のこれまでの本年度の発生状況、学校別にっていうことでござ

います。本年１月末現在、４月から１月でございますが、中学校合計で発生件数が３６件、給

付延べ件数が４８件、１月までの給付金額の合計は５３万７４０７円となってございます。こ

のうち美瑛中学校が発生件数２６件、給付延べ件数３５件、給付金額が４７万８９６円。それ

から美馬牛中学校が発生件数１０件、災害共済給付の延べ件数が１３件、給付金額が６万６５

１１円でございます。なお明徳中学校におきましては、給付に関わる事故は今年度は今のとこ

ろありませんということでございます。事故の内容等につきましてはですね、部活動中あるい

は体育の授業中においての捻挫、打撲が大半を占めておりますけれども、尐数ですが骨折等も

この中にございます。状況については以上でございます。 

(「はい、７番」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員） ７番花輪です。ただいまご説明いただいた中学生の傷害事故なんです

が、年間のですね学校別の対比の状況ですね、今年度は例えば２、３年前と比べてね、この学

校別の傷害事故などはどういう年間別の対比はどんな状況になっているのか。また、ただいま
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一忚捻挫、骨折など、事故の内容が説明ありましたが、どのような時に原因としてこうした子

供たちが傷害事故になってしまうようなことになるのか、原因についてどのように考察されて

いるのでしょうか。２点ですね。今申し上げましたように、年間での対比の状況はどのように

なっているのか。もう１点は、原因をどのように分析されているのかについて伺います。 

(「はい、管理課長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、後路課長。 

○管理課長（後路宜伸君） はい。ここ数年の年間の学校別の対比ではどうなっているかという

ことと、どのような時に原因とはどうかというようなお話かと思います。原因につきましては

先ほどもちょっと触れたところでございますけれども、このちょっと３年の推移でいきますと、

２５年度は今１月までについてはご説明申し上げました。２４年度は発生件数は３２件で、中

学校合計でございますけども給付延べ件数が３８件、給付金額が４１万８６３６円ございまし

た。またその前の年、平成２３年度は発生件数が４３件、給付の延べ件数が５１件で、この年

は１２０万１０７８円ということでございまして、この中にですね傷害見舞金が８２万円含ま

れてございますので、それを差し引きますと４０万円弱かなっていうふうに思っております。

学校別に見ましても２４年度におきましては、美瑛中学校で発生件数が２５件、美馬牛中学校

で６件、明徳中学校で１件、それから２３年度も美瑛中学校が３７件の発生件数、美馬牛中学

校４件、明徳中学校が２件という状況になってございます。それから、昨年度との比較では若

干増加という形になっておりますけれども、過去３か年、またはそれ以前の発生状況も見てみ

ました。大体おおむね４０件前後で推移しているということで、増加しているといった状況で

はないかなっていうふうにおさえておりますけれども、事故は無いことに越したことはないの

で、そういうような注意も行っているところでございます。事故の原因等につきましてですけ

れども、先ほどお話しましたように活動中あるいは体育の授業中ということが多いわけでござ

います。部活動につきましては教員などがですね、指導者が事故が起きないようということで

細心の注意を払って指導しているというところでございますけれども、どうしても子供たちが

一生懸命になるがゆえに、取り組むがゆえに起きてしまうということもありますし、体育の授

業等につきましても同様で、個々の技量に忚じた指導あるいは準備体操といったことなどの徹

底などを行っている中で起きているという事故というふうに考えております。この他、休憩時

間だとか登下校、学校行事等で事故の発生があるということがございます。以上でございます。 

(「はい、７番」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員） ただいまのご答弁では詳しくご答弁いただいたんですが、決してどん

どん増えてるというわけではないということを聞いて安心しておりますが、およそ２年前、平

成２４年度から、中学校では柔道の授業、武道の授業が必修化になりまして、美瑛町では柔道
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を取り入れるということになったわけでございますが、当時、学校での傷害事故、柔道の授業

を取り入れることによりましてね大変心配されておりました。これまでですね、柔道の授業な

どによる傷害事故などは起きていないのでしょうか。また全体としてですね防止対策なんです

が、大事な中学生と言っても今回のオリンピックじゃないんですけど、１５歳でもね世界一の、

あるいは世界のメダルに届くような子どももいるわけで、子どもは宝でありますから、やはり

今の課長からご答弁がありましたが、事故は無いことに越したことはないということで防止対

策というものについてどのように検討されているのでしょうか。以上２点伺います。 

(「はい、管理課長」の声) 

○議長（齊藤 正議員） はい、後路課長。 

○管理課長（後路宜伸君） ２点についてご質問がございました。まず１点目の中学校における

柔道の関係でございます。平成２４年度より中学校において必須化された武道ということでご

ざいます。町内の中学校３校、全てにおいて柔道を实施してございます。年間实数等は、だい

たい１０時間程度ということになります。实技の授業にあたってはですね各中学校とも柔道経

験者、これは外部指導者を含めますけれども、これを含む複数指導体制のもと实施をしてござ

います。施設的な安全配慮としましては、スポーツセンターの武道場を活用した授業というこ

とで、美馬牛、明徳についてはスクールバス等で送迎を行ったりという形で授業を行っており

ます。幸いにも平成２４年、２５年度においても柔道授業における事故は発生はしておりませ

ん。それから、全体の事故防止対策ということでございます。学校管理下におけます事故防止

に関しましては、例えば体育の授業中の事故防止の指導ではですね、体力や技術に忚じた指導

を行うということに加えまして例えば適切な水分摂取など、安全に配慮をするようにですね各

学校に対して指導も行っております。また登下校の関係もございます。交通事故防止の徹底を

行っておりまして、交通安全のマナーの指導も行っております。今後におきましても引き続き

ですね校長会議等を通じまして、子供たちから事故が無いように事故防止に努めるように指導

をさらに努めてまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 

○議長（齊藤 正議員） 他に質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。 

次に、議案集の１９頁及び２０頁、歳入全款についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。 

次に、議案集の１６頁から１８頁まで、平成２５年度美瑛町一般会計補正予算の条文及び第

１表歳入歳出予算補正並びに第２表地方債補正についての質疑を許します。 
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質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第８号についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１１、議案第８号の件を採決します。 

議案第８号、平成２５年度美瑛町一般会計補正予算についての件を、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第８号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１２ 議案第９号 財産の取得について 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第１２、議案第９号、財産の取得についての件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。 

(「はい、管理課長」の声) 

はい、後路管理課長。 

（管理課長 後路 宜伸君 登壇） 

○管理課長（後路宜伸君） 議案第９号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議案集

の２５頁をご覧いただきたいと思います。今回提案します財産の取得につきましては、町内各

小学校における児童用の机と椅子の更新を行うものでございます。先月の１月１４日に入札を

行い仮契約を交わしているところでございます。それでは議案を朗読します。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第９号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齊藤 正議員） これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

(「なし」の声) 
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討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１２、議案第９号の件を採決します。 

議案第９号、財産の取得についての件を、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願い

ます。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第９号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１３ 議案第１０号 財産の取得につい 

 

○議長（齊藤 正議員） 日程第１３、議案第１０号、財産の取得についての件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。 

(「はい、管理課長」の声) 

はい、後路管理課長。 

○管理課長（後路宜伸君） 議案第１０号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議案

集の２６頁になります。財産の取得ということで、町内中学校における生徒用の机と椅子の更

新を行うものでございます。１月１４日に入札を行い、仮契約を交わしているところでござい

ます。それでは議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第１０号の提案理由の説明を終わります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（齊藤 正議員） これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１３、議案第１０号の件を採決します。 

議案第１０号、財産の取得についての件を、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願

います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。従って、議案第１０号の件は原案のとおり可決されました。 
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閉会宠告 

 

○議長（齊藤 正議員） これをもって、本臨時会に付議された案件の審議は全部終了しました。

会議を閉じます。平成２６年第１回美瑛町議会臨時会を閉会いたします。 

 

閉会挨拶 

 

○議長（齊藤 正議員） 閉会に当たりまして一言ご挨拶申し上げます。本当に調度予定通りに

ですね第１回臨時会を終了することができました。美瑛、町がですね除雪、排雪徹底している

もんですから、よその町から来た人は美瑛雪尐ないんですねって言う挨拶が多いわけでござい

ますが、本当にこういったことでですね建設課の皆さんはじめ、それぞれですねオリンピック

も見ないで夜も頑張っていただいているおかげかなと。本当にまだまだ冬は長いわけでござい

ますから、体調を万全に整えながらですね頑張っていただきたいというふうに思うところでご

ざいます。また、今週末１５日からですね宮様スキーマラソン、本当に美瑛町の町をあげての

第１回目ですねイベントが始まるわけでございますが、本当によそはですねちょっと荒れ模様

かなというような予報もあるとこでございますが、去年の实績見ると町長は晴れ男でございま

すから、そういうことは予報だけで心配はないのかなっていうふうに期待もしたいというふう

に思うところでございます。またですね、３月に入りますと早々に定例会が始まるわけでござ

いますが、どうか議員の皆さん、それから職員の皆さんもですね万全の体調管理を行いながら、

３月予算議会に臨みたいというふうに思います。よろしくお願い申し上げまして、閉会とさせ

ていただきます。どうもご苦労さまでした。 

午前１１時４１分 閉会 
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上記のとおり相違ないことを証するため、ここに署名します。 

 

    平成２６年３月３日 

 

美瑛町議会 議 長  齊 藤   正 

 

      議 員  森 平 真 也 

 

      議 員  角 和 浩 幸 

 

 

 

 

 

 

 


